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凸凹なライフをおくる
私たちのニュースレター

今号のトピックス
・【参加】6月10日 東大先端研オープンキャン
パスに行ってきました

・【参加】信州大学・東京工科大学授業に参加し
ました（一般社団法人精神障害当事者会ポル
ケ）

・7月21日・22日、日本うつ病学会でポスター報
告を行いました（一般社団法人精神障害当事者
会ポルケ）

特定非営利活動法人凸凹ライフデザイン

HP：https://unevennpo.wixsite.com/decoboco
FB：https://www.facebook.com/uneven.npo
Twitter：https://twitter.com/uneven_npo

Mail：uneven.npo@gmail.com

発達障害当事者力 発見・創造・発信 報告
2023年7月21日（金）・22日（土）仙台国際センター

日本うつ病学会大会に参加しました

▲一般社団法人精神障害当事者会ポルケとしてポスター報告を行いました。日
ごろ一緒に研究を進めているメンバー、仙台で再会した方々と

7月21日・22日、仙台市の仙台国際センターで日本うつ病学会総会が開催されました。日ごろから連携して活

動を行っている一般社団法人精神障害当事者会ポルケとして、ポスター報告を行いました。

「災害関連調査を通じた当事者主導型研究のプロセスの検討：DIARYプロジェクトの実践報告」と題して、

2021年度から行っている精神障害のある人の防災に関する研究の中で、「当事者主導」がどのようになされど

のような課題があるのかについてプロセスごとに報告しました。現在進行形の研究でもあり、目を留めていただ

いた方々からのご意見は大変ありがたかったです。

今後改めてお話したいと思える方にも出会うことができました。

また学会で久しぶりに再会できた方が多数いらっしゃったことも

嬉しかったです。全国に理念を同じくする仲間がいることを感じ

られ心強かったです。

多数のシンポジウムや講演が開かれており、その中から「主役と

脇役:当事者・家族と専門家」（シンポジウム）や、「災害は如何に

地域のメンタルヘルスに影響を及ぼすか～東日本大震災後の推

移から考える災害メンタルヘルス対策のあり方～」（特別講演）等

を聴くことができました。

このような機会に今後も積極的に参加していきたいです。

▲一般社団法人精神障害
当事者会ポルケの団体紹
介ブース



わたしたちの活動は
みなさまのご寄付に支えられています

【お振込先】
ゆうちょ銀行
口座名義：特定非営利活動法人凸凹ライフデザイン

＊ゆうちょ銀行からのお振替の場合
記号番号：（記号）１７１２０ （番号）３２０２２８９１
＊他金融機関からのお振り込みの場合
店番：７１８ 普通預金 口座番号：３２０２２８９

☆賛助会員も募集しています！詳しくはHPをご覧ください。

信州大学・東京工科大学授業に参加しました
（一般社団法人精神障害当事者会ポルケ）

報告
2023年6月10日（土）東京大学駒場リサーチキャンパス
東大先端研オープンキャンパスに行ってきました

当事者が参画す
る特に当事者支
援職養成課程大
学授業について、
（一社）精神障害
当事者会ポルケ
では継続的な取
り組みを進めて
います。当団体
からも発達障害
の立場もある当
事者として参加

しています。

6月9日・10日、東京大学駒場リサーチキャンパス
公開がありました。10日、発達障害に関係する展
示を中心に見学してきました。
感覚に特性を持つ人が情報を受け取る時に助け
になる機器が多数展示されており、私は声を文字
に変換するソフトについて特に関心を持ちました。

また、教科書のデジタル化に関するプロジェクトの
紹介もありました。現在はまだ、個々の団体等か
らの依頼を受けて個
別にデジタル化を行
っている状況だそう
です。今後何かしらの
基準ができると良い
のかもしれません。

オープンキャンパスの情報は、先端
研に籍を置く、日頃から活動でお世
話になっている高森明さんよりご紹
介いただきました。また、当日も丁寧な説明をしていただきました。高
森さん、貴重な機会をありがとうございました。
当日はたくさんの高校生や地元の方々がキャンパスに集い、初夏の陽
気の中さまざまな展示の見学を楽しんでいるようでした。地域に開か
れたキャンパスは緑が一杯で研究環境としても素敵な所だと思います。
訪れていた高校生たちの中からきっと、将来第一線で活躍する研究者
が誕生するのだと思います。

▲情報取得サポート機器の展示▲駒場キャンパスに集まる多く
の人々

教科書デジタルデータに関
する調査研究「AMEC（エ
イメック）」の説明展示▶

「障害当事者として生きるということ」コラム
ホームページに掲載しています

▲東京工科大学にて

工科大では作業療法士、信大では看護師の養成課
程の授業に皆で参加しています。
当事者にとって良い支援・サービスを提供できる
支援職として将来活躍していただきたいと願いま
す。

長く当事者として社会活動をしている
方々の思いを掲載しています。ぜひご
一読ください。 掲載ページQR▶
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